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　メディア心理学研究、およびエンタテインメントコンピューティング研究の対象として、Webコンテンツの一つであるFLASHと音
楽をテーマとした。目標を「誰でも手軽に作品系FLASHコンテンツの音楽パートを自動生成するシステム」の開発・公開とし、名称





    This report is a part of the research of the system that composes the music part to produce the artistic contents automatically. I collected
a lot of FLASH works, classified those features, and discussed the tendency. The next step is to develop the "algorithmic composition"
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Macromedia 社はFuture Splash を会社ごと買収し
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も、その後のコード進行によって瞬間的な違和感がやがて
解決に至るテンションという印象を持つように知覚され、
生成パラメータは単純なのに次々と展開する音楽という効
果を得ることができた。
6-8．FMC3のアルペジオパート生成アルゴリズム
　前項のアルゴリズムによってコード進行（各小節ごとの
コードネーム情報）が生成され、これを用いてFMC3では、
メインであるドラムとベースに加えて、控え目な音量で
「コード（和音）パート」による伴奏を付加している。た
だし基本方針として「和音を全て同時に鳴らす」というよ
うな演奏は避けたいので、コードを構成する個々の音を時
間的にずらして鳴らす「アルペジオパート」とした。図 15
はその生成パッチであり、分散和音として5文字分の生成
パラメータによって伴奏情報を生成する。
　第31パラメータとして定義したのは、各小節の1拍目
のどこからアルペジオを開始するか、というスタートポイ
ントで、1拍目を16分音符単位に4分割した4箇所とし
て指定する。これに、ドラムとベースに対してMIDIノー
トベロシティとして相対的に音量を下げる9段階の音量パ
ラメータを設定し、計36パターンとして規定している。
第32-第35パラメータとして定義したのは、ループを構
成する4小節それぞれに対して、4和音である分散コード
の展開系（4種）、そして分散和音の形状（9種）の計36
パターンである。すなわちFMC3のアルペジオパートは、
小節ごとに異なるコードに対して、分散和音の展開系（ボ
イシング）、さらに分散和音の音型までそれぞれ別個に演
奏していて、電子オルガン等にある単純なパターンの繰り
返しに比べて複雑なパターンを演奏している。パターンの
先頭ポイントが16分音符単位で遅れることも、ヒューマ
ンな味を出すための経験則から来たテクニックである。
　さらに、アルペジオの分散和音のそれぞれの発音開始タ
イミング（間隔）については、音符を定義するシステムク
ロックとは同期させず、テンポ情報に対応した比率に一定
の乱数分布の幅を持つ固定値（msec）として、アドバン
ストモードではこれをマニュアルで変更できる（生成パラ
メータとしては記録されないので、SMFデータ作成時の
「味付け」としてのみ利用できる）ような可能性を盛り込
んだ。アルペジオ音の長さ（duration）情報もまったく同
様に設計した。これらを最終的にユーザが利用できる仕様
とするかどうかも今後の検討事項である。
6-9．FMC3のコード（バッキング）パート生成アルゴリ
ズム
　コード進行（各小節ごとのコードネーム情報）に対応し
てFMC3で生成する音楽情報として、メインであるドラム
とベースに加えて、控え目な音量で「コード（和音）を
短くカッティング演奏するパート」による伴奏も付加し
た。ただし基本方針として「和音を全て同時に鳴らす」と
いうような演奏は避けたいので、コードを構成する4音の
うち重要な2音だけを同時に、各小節の2拍目（必ず演
奏）と4拍目（無し/演奏）に2音フレーズとして短く鳴
らす、という仕様とした。図 16はその生成パッチである。
　第70－第73パラメータとして定義したのは、ループ
を構成する4小節それぞれに対して、たった1文字分の
36パターンである。ここには3種類のコード（バッキン
グ）パート生成情報を以下のアルゴリズムにより多重化し
た。総計で2*3*6＝36通りとなる。
バッキング生成情　1
　各小節（ 4/4 ）の2拍目に、基本ビート（8beat/shuffle/
16beat）に応じて、以下のいずれかを演奏する。とりうる場合
は2通り。
・8beatの場合－［0］8分音符を2発－［1］8分音符＋8
分休符
・shuffleの場合－［0］3連符のうち真ん中が休符－［1］3
連符のうち最後が休符
・16beatの場合－［0］16分音符+16分休符2発+16分
音符－［1］16分音符を2発＋8分休符
バッキング生成情報　2
　各小節（4/4）の4拍目に、基本ビート（8beat/shuffle/
16beat）に応じて、バッキング生成情報1と同じか、さらに［2］
として「全て休符」を加える。とりうる場合は3通り。
バッキング生成情報　3
　2拍目および4拍目では同一構成の2音を演奏するとして、そ
のコードネームに対して、以下の6状態から演奏する。数値はそ
れぞれのコードネームのroot（基音）からの音程 intervalであ
る。とりうる場合は6通り。
・［0］－majorコードなら［4－12］－minorコードなら
［3－12］
・［1］－majorコードでもminorコードでも［7－12］
・［2］－majorコードでもminorコードでも［10－12］
・［3］－majorコードなら［4－7］-minorコードなら［3
－7］
・［4］－majorコードなら［4-10］－minorコードなら［3-
10］
・［5］－majorコードでもminorコードでも［7－10］
　Jazzの世界では「4和音のコードの全てのコード構成音を鳴ら
すのはダサい」というのは常識であり、このように演奏する音の
数を限定することで、よりバリエーションを増やすメリットを得
ることができた。
7．おわりに
　「誰でも手軽に作品系FLASHコンテンツの音楽パート
を自動生成するシステム」の開発研究における、前半部分
の開発研究報告と今後の計画の紹介を行った。今後、具体
的な研究をさらに進めて、目標とするシステムの公開・応
用へと進めていきたい。
注
http://1106.suac.net/news2/kiyou2005/
